
指標名 単位 実績値 進捗率

1
子どもの権利につ
いての普及，啓発

子どもから大人まですべて
の市民を対象とし，子ども
の人権尊重に関する各種啓
発事業を実施する。

－ － － － － －
○出前講座などの活用による次世代
育成支援行動計画の周知

○出前講座のなどの活用による継続的な意識啓
発
○有効な普及，啓発事業の実施

児童福祉課

2
虐待防止の地域活
動組織の整備

各地区民生委員・児童委
員，主任児童委員が中心と
なり，自治会や学校，保育
園などの地域の関係機関か
らなる地域活動組織を整備
する。

整備
か所数

地区 37 0 4 11％

○市内４地区において組織化
・御幸が原地区
・西原地区
・清原地区
・今泉地区

○福祉全般に関する課題の認識が地域により異
なるため，虐待防止活動の組織化が一部遅れて
いる
⇒児童虐待に係る通告・相談が多い地区への，
虐待防止の組織化への働きかけの強化
⇒地域活動の手引書の作成，配布

児童福祉課

3
児童虐待に対する
総合的な取組

児童虐待防止等ネットワー
ク会議（H18年度以降は要
保護児童対策地域協議会）
の開催により児童虐待の早
期発見・早期対応を図る。

－ － － － － －

○要保護児童地域対策協議会設置準
備
○「児童虐待防止にかかる講演会」
の開催（H17.10.8.市役所にて開
催，167名参加）

○既存の児童虐待防止等ネットワーク会議か
ら，要保護児童地域対策協議会へ移行
(H18.4.1.)
○関係機関との連携・協力体制の強化
○児童虐待防止に係る講演会の実施

児童福祉課

4
（仮）子どもセン
ターの整備

様々な人々と交流する機会
や多様な遊びを提供する総
合的な健全育成の拠点施設
を整備する。

整備
か所数

か所 1 0 0 － ○施設機能のゾーニングの検討
○実施設計及び事業内容・管理・運営体制の検
討

児童福祉課

指標名 単位 実績値 進捗率

5 母子栄養管理

妊産婦の健康維持，及び乳
幼児の心身の健全な育成を
図るため，低所得世帯の妊
産婦，乳児に牛乳や粉ミル
クを支給する。

－ － － － － －
○支給数
・牛乳　３，１０７本
・粉ミルク　１９７個

○事業を継続周知 健康増進課

目標値
（Ｈ21年
度）

課題と次年度への改善点等 所管課

所管課
目標値
（Ｈ21年
度）

指標

（２）子どもと親の健康支援の充実

平成16年
度実績

平成17年度末までの状況

平成17年度末までの状況

事業の概要 平成17年度の事業実績№ 事業名
指標

（１）子どもの人権を守る社会環境づくりの推進

平成１７年度　宇都宮市次世代育成支援行動計画の実施状況について（重点事業等）

（網掛け：重点事業，網掛けなし：その他の主な事業）

平成17年度の事業実績 課題と次年度への改善点等№ 事業の概要事業名
平成16年
度実績
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6 健康に関する相談

妊娠・出産・育児など様々
な健康問題や悩みについ
て，保健師等が健康相談を
実施する。

－ － － － － －
○来所相談　7,673件
○電話相談　2,190件

○本庁総合相談，各地区市民センター，保健所
等，市民の身近な場所での相談の継続実施

健康増進課

7 健康に関する教育

妊娠・出産・育児に関する
正しい知識の普及のため，
乳幼児親子を対象に，生活
リズムの確立や育児不安の
解消を図るための講座を実
施する。

－ － － － － －

○開催講座数：69回
○参加延人数：2,090人
（「地区における健康教育」，「す
こやか親子講座」，「未熟児グルー
プ支援」を実施）

○保健福祉サービスの地域拠点（本庁総合相
談，平石・富屋・姿川地区市民センター），保
健所において，講座等を継続実施

健康増進課

8
母子保健に係る訪
問指導

妊産婦・新生児等に対し，
保健師や助産婦による家庭
訪問を実施し，子どもの発
達に合わせた保健指導を実
施する。

－ － － － － －
○新生児訪問指導　 　1,980件
○養育支援訪問指導　　130件
○その他の訪問指導　1,004件

○継続的に支援が必要なケースが増加
⇒個々のニーズに応じた支援の実施

健康増進課

9
不妊に悩む人への
支援（※）

体外受精・顕微授精の治療
を受けた場合に助成を行
う。また，不妊に関する相
談を行う。

不妊で
悩んだ
時，周
囲に相
談でき
る人の
割合

％ 100 72 － － ○助成件数：１０５件
○助成対象期間の拡大
⇒通算２年を５年に

健康増進課

10
出産前小児保健指
導事業

育児不安の強い妊産婦とそ
の家族を対象に，出産前か
ら小児科による保健指導を
受ける機会を提供し，育児
不安の解消と子どものかか
りつけ医の確保を図る。

－ － － － － － ○小児科における受診件数　１９件
○事業を継続周知

健康増進課

指標名 単位 実績値 進捗率

11
食に関する健康教
育（※）

乳幼児期から正しい食事の
取り方や望ましい食習慣を
身につける健康教育を実施
する。

朝食を
欠食す
る人の
割合

％ 0

幼児
4.0
小学生
5.6
中学生
14.7
高校生
16.1

－ －

○健康教育（「地区における健康教
育」，「すこやか親子講座」，「未
熟児グループ支援」）のうち，食に
関する内容を含む講座
・開催講座数：25回
・参加延人数：928人

○食に関する講座の拡充実施 健康増進課

№ 所管課事業名 事業の概要
指標

課題と次年度への改善点等
平成16年
度実績

平成17年度末までの状況
平成17年度の事業実績

目標値
（Ｈ21年
度）
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12
性と健康に関する
健康教育（※）

性と健康に関する正しい知
識や情報を提供する健康教
育を実施する。

性に関
してよ
く知っ
ている
人の割
合

％ 100

小6
体の変化
50.9
性器
28.3
中３
性感染症
35.3
妊娠
49.0
高３
性感染症
42.3
避妊
54.1

－ －

○「性と健康に関する思春期の健康
教育」
・実施回数：３回
・参加人数：１,２６８人

○中学生に向けた知識や情報の提供。
⇒Ｈ１８年度より，中学校で「性といのちの健
康教育」を実施。

健康増進課

13
思春期に関する相
談

思春期の不安や悩みの解決
を図り，適切な行動がとれ
るよう，相談に応じ，助言
指導を行う。

－ － － － － － ○相談人数　86人 ○事業を継続周知 健康増進課

14
喫煙防止に関する
普及啓発事業

喫煙が健康に及ぼす影響に
ついての正しい知識や情報
の普及啓発を図る。

－ － － － － －

○啓発リーフレット配布　87校
（内訳）
・小学校　61校
・中学校　26校

○市内全小・中学校に啓発リーフレットを継続
配布 健康増進課

指標名 単位 実績値 進捗率

15
子育て支援に係る
訪問指導

育児について孤立化する傾
向にある養育上の問題を抱
える家庭に対し，訪問指導
を実施する。

訪問家
庭件数

件 205 0 25 12％

○本庁及び地域展開（平石・富屋・
姿川地区）の保健師・保育士による
訪問指導
(H18.1月から実施）

○広範囲にわたる訪問指導の効率・効果的な実
施方法の検討

児童福祉課

所管課№ 事業名 事業の概要
指標 目標値

（Ｈ21年
度）

平成16年
度実績

平成17年度末までの状況
平成17年度の事業実績 課題と次年度への改善点等

（３）すべての子育て家庭への支援の充実
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16
（仮）こども療育
センターの整備

障害の気付きから，児童期
を通した一貫性，継続性の
ある相談・支援機能を提供
するとともに，障害の重複
化や多様化に対応した総合
的なリハビリテーションを
提供するため，医療，保
健，福祉，教育などの分野
と連携した療育の総合的な
支援拠点施設を整備する

整備
か所数

か所 1 0 0 －
○用地取得
○建築工事着工

○事業内容，組織・運営体制の検討
○建築工事完了
○開設準備

障害福祉課

17
ひとり親家庭の自
立のための支援事
業

市ひとり親家庭等自立促進
計画を策定し，就業に向け
ての相談・情報提供・講習
会等の一貫した支援を実施
する。

－ － － － － －
○宇都宮市ひとり親家庭等自立促進
計画の策定

○企業への周知，理解促進
○自立のための効果的な事業の検討
⇒就業支援セミナー，自立支援プログラムの実
施検討

児童福祉課

18
医療費助成制度の
充実

乳幼児医療費助成の対象年
齢の拡大を図るとともに，
その手続きについて，これ
までの窓口での医療費支払
い後，申請を行う方式か
ら，窓口での支払いを免除
する方式の導入に取り組
む。

・対象
年齢
・支払
い方式

－
・年齢拡大
・窓口支払
  いの免除

・就学前の
　乳幼児
・窓口払い

－ －
○平成１８年度より，３歳未満児を
対象とした窓口支払い免除制度の導
入を決定

○未就学児童までの窓口支払い免除制度の拡大
○医療費助成制度改正に伴う周知徹底

児童福祉課

指標名 単位 実績値 進捗率

19 長時間延長保育
保育所において通常の開所
時間を超えて，概ね午後9時
までの保育を行う。

実施
か所数

か所 12 0 2 17％
○市内２か所の保育所にて実施
・西部：うめばやし保育園
・北部：希望保育園

○９時までの長時間延長保育の需要の把握
○未実施地区への事業実施の働きかけの強化

児童福祉課

20
乳幼児健康支援一
時預かり事業（病
後児保育）

病気の回復期にあり，集団
保育の困難な乳幼児を，病
院等に併設された施設等に
おいて一時的に保育する。

実施
か所数

か所 4 2 2 －

-継続事業-
○市内２か所にて実施
・宇都宮乳児院
・福田こどもクリニック

○実施施設が地域に偏在している
⇒医療機関併設型施設のほか，保育園併設型に
ついての検討

児童福祉課

№ 事業名 事業の概要
指標 目標値

（Ｈ21年
度）

平成16年
度実績

平成17年度末までの状況
平成17年度の事業実績

（４）利用しやすい子育て支援サービスの充実

所管課課題と次年度への改善点等
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21
子育て短期支援事
業（ショートステ
イ事業）

家庭における子どもの養育
が一時的に困難になる場
合，昼夜を通して児童養護
施設等において児童を預か
る。

－ － － － － －

-継続事業-
○市内２か所にて実施
・宇都宮乳児院
・普恵園

○現在の２施設において，継続して対応 児童福祉課

22
子育てサロンの拡
充と相談事業等の
充実

親子の交流の場の提供や子
育て相談事業を実施するほ
か，子育てサークルの支援
や子育てに関する講座を開
催する。

実施
か所数

か所 9 5 5 －

-継続事業-
○市内５か所にて実施
・中央：１か所
・東部：２か所（石井，瑞穂野）
・北部：２か所（竹林，宝木）

○市民の利便性を考慮し，各地区への計画的な
整備
⇒H19年度の西部地区における子育てサロンの
整備

児童福祉課

指標名 単位 実績値 進捗率

23
ファミリーサポー
トセンター事業

子育ての援助を受けたい人
と援助を行いたい人が，お
互いに会員となって助け合
う活動（ファミリーサポー
ト活動）を支援し，子育
て・子育ちを地域全体で支
援する環境を整える。

－ － － － － －

○センター会員　1,336人
（内訳）
・提供会員　275人
・依頼会員　979人
・両方会員　 82人

○依頼会員の増加に対し，提供会員が不足する
傾向。
⇒アドバイザー１名増員
⇒出先機関等に出向いての会員の募集や広報周
知
⇒センターの開設時間延長（金曜日は午後７時
まで）

男女共同参
画課

24 ちびっこフェスタ

子育て家庭と地域社会がと
もに子育ての楽しさを味わ
うため，遊びを通して親子
が交流したり，子育てに関
する情報提供を行うイベン
トを開催する。

－ － － － － － ○実施回数：１回
○市民が参加しやすい開催場所の選定
⇒参加者の利便性向上のため，中央地区におけ
る開催（H18年度より）

児童福祉課

25
子どもの家の拡充
と事業内容の充実

主に小学校低学年児童を対
象にした留守家庭児童会事
業のほか，地域児童の健全
育成を図る事業等を実施す
る子どもの家を整備すると
ともに，既存の留守家庭児
童会については，子どもの
家への移行を図る。

整備か
所数

か所

57 46 49

27％

○市内３か所にて新規開設
・清原南小学校子どもの家
・国本中央小学校子どもの家
・中央小学校子どもの家

○平日午後６時までの開設，土曜日開設を推進
○平日午前の子育て支援事業の充実
○大規模校や施設老朽化における施設拡充
○小規模校における施設設置

児童福祉課

26
保育所における交
流事業

世代間交流や異年齢児交流
などの事業を通し，保育所
における地域の子育て家庭
の需要に応じた幅広い子育
て支援を推進する。

－ － － － － －

○事業数１１０事業
（内訳）
・公立　２０事業
・私立　９０事業

○世代間交流等事業，異年齢児交流等事業，育
児講座・育児と仕事の両立支援事業など，地域
の子育て家庭の支援事業が定着
⇒継続して，地域の需要に応じた事業の実施

児童福祉課

№ 事業名 事業の概要
指標 目標値

（Ｈ21年
度）

平成16年
度実績

平成17年度末までの状況
平成17年度の事業実績

（５）地域における子育ち・子育てを支援する環境づくりの充実

課題と次年度への改善点等 所管課

（内訳）
・子どもの
　家　48
・留守家庭
  児童会 9

（内訳）
・子どもの
   家　30
・留守家庭
  児童会19

（内訳）
・子どもの
   家　27
・留守家庭
  児童会19
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27
なかよしクラブ事
業

市内の保育所において，在
家庭親子を対象に，子育て
相談や交流の場を提供する
とともに，心身の発達に遅
れがあると思われる障害傾
向児及びその保護者に対
し，適切な助言や指導を行
う。

－ － － － － －

-継続事業-
○子育て親子の交流の場の提供
○障害傾向児及びその保護者に対す
る指導

○在家庭親子及び障害傾向児を持つ在家庭親子
のニーズが増加
⇒既存施設における事業の拡大（月・火・木の
各曜日の午後）
⇒西部地区における事業の実施

児童福祉課

28
中高生と乳幼児の
ふれあい交流事業

子育てサロンや保育所など
の地域の子育て資源を活用
し，中高生を対象とした乳
幼児とのふれあい事業を実
施する。

参加人
数

人 4,000 0 171 4％

○子育てサロンにて実施
○参加人数　１７１人
（内訳）
・中学生　21人
・高校生150人

○子育てサロンにおける，中高生の長期休暇時
の受け入れ拡大
○保育園における中高生の受け入れ拡大

児童福祉課

指標名 単位 実績値 進捗率

29
パパのための子育
て講座

子育てサロンにおいて，父
親とその子どもを対象と
し，子どもへの接し方や遊
び方などを学ぶ事業を実施
する。

参加人
数
人／年 200 40 148 68%

○子育てサロンにて実施
・講座開催数　２１回
・参加人数（父親）　１４８人
・参加人数（総人数）４２１人

○参加者の拡大
⇒父親が参加しやすい土日における事業開催

児童福祉課

30
次世代育成支援に
係る事業所への意
識啓発

次世代育成支援対策を推進
するため，市内の事業主に
対し，一般事業主行動計画
に係る情報を提供し意識啓
発を図る。

－ － － － － －

○ガイドブック配付１，２００部
○県内の届出義務のある全ての事業
所から一般事業主行動計画策定届提
出済み（栃木労働局）

○一般事業主計画策定の指導機関である栃木労
働局との連携が必要
○ガイドブック配付による意識啓発

商工振興課

指標名 単位 実績値 進捗率

31 防犯対策への取組

犯罪のない安全で安心して
暮らすことのできる地域社
会を実現するため，市，市
民，事業者，警察等関係機
関と連携協力して，犯罪防
止の取組を推進する。

－ － － － － －

○防犯ブザーの貸与
（５，０００個）
○不審者情報のメール配信
（登録者５００人）
○青色防犯パトロール
○防犯パトロールマニュアルの作成
配布
（１８団体８１５部）
○防犯活動リーダー育成講習会の開
催
（２回６１人受講）

○児童に必携させ，日常的な点検を行うよう，
引き続き保護者への周知徹底
○広く注意喚起を行うため，登録者数に制限を
設けないシステムが必要であり，次年度には，
制限なしのシステムの活用
○すべての不審者情報に対応したパトロールが
実施できるよう体制の強化
○防犯パトロールが活発に行われている現状に
応じて，内容の見直しを実施
○防犯活動が活発でない地域の意識啓発

生活安心課

平成17年度の事業実績 課題と次年度への改善点等№ 事業名 事業の概要 所管課
指標 目標値

（Ｈ21年
度）

平成16年
度実績

（６）子育てと仕事の両立支援の充実

（７）安心して生活できる環境づくりの推進

平成17年度末までの状況

№ 事業名 事業の概要
指標

所管課
目標値
（Ｈ21年
度）

平成16年
度実績

平成17年度末までの状況
平成17年度の事業実績 課題と次年度への改善点等
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